
令和元年 10 月吉日 

（公社）千葉県建築士事務所協会 千葉支部 

 

目黒川沿いに歴史的建造物を再発見しましょう。 

日時 2019 年 11 月 20 日（水）午前 10 時 30 分集合 

見学コース 東京都庭園美術館（10：30 ～ 12：30） 

  ↓ぶらり 30 分散歩 

 目黒区美術館（昼食）（13：00 ～ 13：45） 

   ↓目黒川沿いに 30 分 

 目黒総合庁舎（旧千代田生命本社）（14：15 ～ 16：00） 

   ↓帰路に向けて 10 分 

 東京メトロ日比谷線「中目黒駅」（16：30 ～ ） 

参加費用 庭園美術館：観覧料（一般 1000 円）は協会が負担しますが、交通費・昼食等は 

 実費になります。 

定員 20 名（定員になり次第締め切りとさせていただきます） 

集合場所 東京都庭園美術館 入口（案内図参照ください） 

 JR 山手線「目黒駅」東口より徒歩 7 分 

 都営三田線・東京メトロ南北線「白金台駅」１番出口より徒歩 6 分 

 

 

 

 

 

 

 

申し込み方法 FAX にて申し込みください。 

 申込先：千葉県建築士事務所協会千葉支部（FAX：043-291-6855、TEL：043-292-1777） 

 締切日：11 月 13 日 当日連絡先 葉山（TEL：090-3217-4940）  

参加申込書 

氏名： 電話番号（当日連絡できる番号）： 

住所： 

集合場所 

順延による日程変更版 



東京都庭園美術館は、旧浅香宮邸と

して昭和８年にアール・デコ様式を取

り入れて建てられました。戦後、政府

が借り受け吉田首相公邸として使わ

れたり、赤坂迎賓館が開設されるまで

「白金迎賓館」として使われました。 

昭和初期の文化の残る重要文化財に

国から指定された歴史的建造物で

す。 

 

 

 

 

 

 

「さんまは目黒に限る」と海と無縁な場所の目黒で

捕った魚が美味いと信じて断言するくだりが有名な

落ちであるが、意外にも東京湾で大量にサンマが

発生すると目黒川にも遡上し、それを農民が食べ

ていたらしい。 

 

 

 

 

 

目黒総合庁舎は、旧千代田生命本社

ビルとして村野健吾（ムラノケンゴ：明

治 25 年 5 月 15 日～昭和 59 年 11 月

26日）の設計で、昭和41年に建造され

ました。 

村野健吾の主な作品として広島世界平

和記念聖堂や日生劇場などがありま

す。 

旧千代田生命本社ビルは平成 12 年に

経営破綻後、目黒区に売却されました

が、約 50 年前のアルキャスト（アルミ鋳

物）で覆われたファサードが現在も目

黒総合庁舎として際立っています。 



 

 

 

 

庭園美術館 

集合（切符売り場）10：30 

庭園と美術館を見学 ～12：30 

開催展覧会：アジアのイメージ 日本美

術の東洋憧憬」 

区民センターレストラン（われもこう） 

昼食 ～13：45 

目黒総合庁舎 

建物を見学 ～16：00 

目黒川沿い遊歩道を散策 

（雨天時は散策ルートの変更有）


